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＊
【予
告
】
本
年
度
（平
成
２８
年
）
第
４０
回
の
総
会

・
懇
親
会
は
、

１０
月
２９
日
（土
）
午
後
５
時
か
ら
の
予
定
で
す
。
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2015年 10月 24日 (土)「第39回東京旭川会 総会 。懇親会・懇談会」がハイアッ

ト・リージェンシー東京で開催されました。出席者は、大幅増の161人でした。
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【特
別
対
談
】
今
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
相
撲
解

説
で
お
な
じ
み
の
元
横
綱

・
北
の
富
士
さ
ん

と
テ
レ
ビ
の
解
説

・
コ
メ
ン
ト
で
ご
活
躍
の

学
習
院
大
学

ｏ
特
別
客
員
教
授
の
岩
田
公
雄

さ
ん
に
対
談
し
て
頂
い
た
ｃ
多
数
の
聴
衆
に

会
場
は
超
満
員
だ

っ
た
ｃ
（
詳
細
は
４
～
５

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
）

【総
会
】
午
後
６
時
、
司
会
の
横
田
茂
副
会

長
の
紹
介
で
、
高
橋
照
美
会
長
が
議
長
と
な

り
、
「平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
並
び
に

決
算
報
告
の
件
」
及
び

「会
計
監
査
報
告
」

（第
１
号
議
案
）、
「平
成
二
十
七
年
度
事
業

計
画
並
び
に
予
讃
案
の
件
」
（第
２
号
議
案
）

が
西
谷
内
事
務
局
長
に
よ
り
説
明
さ
れ
、
大

き
な
拍
手
を
持
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決

ｏ
承

認
さ
れ
、
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

【懇
親
会
】
今
年
は
、
朝
妻
久
実
さ
ん
と
柿

坂
沙
庸
理
さ
ん
の
２
名
の
司
会
で
ス
タ
．―
卜
。

ご
出
席
の
来
賓
の
紹
介
が
あ
り
、
高
橋
会
長

の
開
会
の
挨
拶
の
あ
と
、
西
川
将
人
旭
川
市

長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。
更
に
那
須
秀
昭

旭
川
市
税
務
部
次
長
か
ら

「ふ
る
さ
と
納

税
」、
白
鳥
隆
志
あ
さ
ひ
か
わ
農
業
協
同
組

合
代
表
理
事
組
合
長
か
ら

「旭
川
の
お
米
」

に
つ
い
て
の
説
明
と
協
力
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

続
い
て
塩
尻
伸
司
旭
川
市
議
会
議
長
の
ご

発
声
の
も
と
旭
川
市
と
東
京
旭
川
会
の
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
て
乾
杯
。
中
央
テ
ー
プ
ル

に
は
、
旬
の
食
材
を
活
か
し
た
豪
華
な
料
理

が
並
び
、
恒
例
の
旭
川
ラ
ー
メ
ン
屋
台
コ
ー

ナ
ー
は
大
人
気
。
参
加
者
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
地
域
別
に
分
け
ら
れ
た
９
つ
の
テ
ー
プ

ル
に
集
ま
り
、
お
酒
を
飲
み
交
わ
し
料
理
を

楽
し
ん
で
交
流
が
進
ん
だ
。

程
な
く
若
手
の
交
流
会
ハ
レ
ロ
イ
会
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
初
め
て
の
企
画

ｏ
演
出
で
旭

川
出
身
の
３
名
の
若
手
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

ミ
ユ
ラ
イ
ブ
が
始
ま
り
会
場
の
雰
囲
気
は
否

応
な
し
に

一
層
盛
り
あ
が
っ
た
。

会
場
の
入
り
回
に
は
、
壁
新
間
が
設
置
さ

れ
、
大
勢
の
方
が
集
ま
っ
て
い
た
。
今
年
の
壁

新
聞
は
、
掲
示
場
所
を
総
会
開
始
の
前
後
で
移

動
す
る
な
ど

一
層
の
工
夫
が
払
わ
れ
、
特
別
対

談
の
主
役
、
北
の
富
士
さ
ん
と
岩
田
さ
ん
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
こ
の
１
年
間
の
旭
川
市
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
や
東
京
旭
川
会
の
活
動
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
て
参
加
者
の
興
味
を
惹
き
つ
け
た
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
集
合
写
真
や
恒
例
の
大

抽
選
会
な
ど
で
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
を

大
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。
午
後
８
時
、

中
川
竹
志
旭
川
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

副
会
長
の
発
声
に
よ
る
関
東

一
本
締
め
と
加

藤
桂
子
副
会
長
の
お
礼
の
挨
拶
を
も
っ
て
閉

会
と
な
っ
た
。

西
川
旭
川
市
長
は
じ
め
、
協
賛
企
業
他
来

賓
の
み
な
さ
ま
を
含
め
て
百
六
十

一
名
と
い

う
多
数
の
参
加
を
得
て
、
盛
況
の
内
に
終
了

し
、
参
加
者
は
協
賛
企
業
の
特
産
品
が
詰

ま
っ
た
お
土
産
袋
を
も
っ
て
帰
途
に
つ
い
た
。

（当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
欄
に

多
数
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
）

▲0ご来賓の入場とご紹介 ②旭川市長・西川将人氏 0旭川市議会議長・塩尻
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昨
年
に
引
き
続
き
、
出
席
者
は
来
賓
、

出
身
小
中
学
校
別
、
地
域
別
の
９
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
ど
こ
の

グ
ル
ー
プ
で
も
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

後
半
は
自
由
に
交
流
し
、
北
の
富
士
さ

ん
や
岩
田
公
雄
さ
ん
や
、
久
し
振
り
に
顔

を
合
わ
せ
た
方
々
と
お
話
し
た
り
記
念
写

真
を
撮
っ
た
り
と
賑
や
か
で
し
た
。
抽
選

会
で
は
来
賓
の
方
々
が
引
い
た
当
選
番
号

が
読
み
上
げ
ら
れ
る
度
に
歓
声
が
上
が
り

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

神
楽
小
、
神
居
小
、
青
雲
小
、
日
章

小
、
旭
川
第
三
小
、
大
有
小
、
新
町

小
、
西
神
楽
小
、
旭
川
小
、
神
楽
中
、

神
居
中
、
聖
園
中
、
東
明
中
、
西
神

楽
中
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
荒
川

繁
幹
事
。

「第
ｌ
Ｇ
は
‐３
名
。
話
題

は
聖
園
、
北
都
、
常
盤
中
の
併
合
で

何
故
常
盤
だ
け
残

っ
た
か
？
で
し

た
」

（４
月
中
央
中
と
し
て
開
校
）

北
鎮
小
、
春
光
小
、
大
有
小
、
大
町

小
、
北
光
小
、
近
文
第

一
小
、
北
星

中
、
六
合
中
、
北
門
中
。
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
は
大
場
孝
仁
幹
事
。

「南

高
卒
業
者
の
新
会
員
２
名
を
含
め
、

２‐
名
の
大
所
帯
で
和
気
あ
い
あ
い
、

再
会
を
約
束
し
ま
し
た
」

▲開場前の「壁新聞」を熱心に読む会員。「特別対談」や旭

川の話題、若者達の活躍など…盛りだくさん。

▲あちこちのテーブルで料理とお酒を楽しみながら皆さんニコニコ顔で会話

が弾み、会場全体に交流の輪が広がった。

▲会場を順次回つていただいた和服姿の北の富士さん。ここでは同じく華やか

な禾□服の華やかな女性たちに囲まれてパチリ。

中
央
小
、
日
章
小
、
向
陵
小
、
常
盤
中
、

明
星
中
、
鷹
栖
中

（常
盤
中
は
昨
年
４

月
に
三
校
併
合
で
中
央
中
と
な
っ
た
）
。

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
高
木
宏
明
幹
事
。

「年
代
を
超
え
て
お
互
い
知
ら
な
か
っ

た
人
た
ち
の
間
で
地
元
の
昔
話
に
花
が

咲
き
ま
し
た
」

東
五
条
小
、
正
和
小
、
新
富
小
、
大

有
小
、
明
星
中
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
は
山
口
哲
男
幹
事
。

「顔
な
じ

み
が
多
く
昔
話
に
話
が
弾
み
ま
し
た
。

来
賓
テ
ー
ブ
ル
が
隣
で
、
来
賓
の
方

と
も
お
話
し
が
で
き
良
か
っ
た
」

高
橋
会
長
の

旭
川
観
光
大
使
委
嘱
状
授
与
式
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旭
川
市
出
身
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

誕

一
玲
欄
０
東
涼
旭
川
桧
‐‐‐のイ
バ
ツ
■
磁

旭
．川
出
身
若
手
ミ
ュ
．ト
ジ
一シ
ヤ
ン
に
よ

仁
曲
家
で
ヽ
ゴ
ト
ジ
ツ
ク
プ
ロ
デ
ュ
ー
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日
新
小
、
大
成
小
、
朝
日
小
、
豊
岡

小
、
近
文
第
四
小
、
旭
川
中
、
北
都

中
、
東
鷹
栖
中
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
は
小
松
仁
志
幹
事
。

「市
内
の

比
較
的
中
心
部
出
身
者
の
グ
ル
ー
プ

で
、
離
れ
て
長
い
故
郷
の
今
昔
に
話

が
弾
み
ま
し
た
」

啓
明
小
、
朝
日
小
、
東
町
小
、
当
麻

小
、
千
代
田
小
、
愛
宕
小
、
光
陽
中
、

東
光
中
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
高

島
芳
美
幹
事
。

「そ
れ
ぞ
れ
の
母
校

の
同
級
生

・
先
輩

・
後
輩

・
同
級
生

の
共
通
話
題
で
、
場
が

一
層
盛
り
上

が
り
ま
し
た
」

く
札
を
引
く
岩
田
公
雄
さ
ん
も
大
忙
し
。

当
選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
度
に
歓
声
が
上
が

る
。
抽
選
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

▲来賓・観光大使席では「特別対談」の主役 Jヒの富士さん

と岩田公雄さん、旭川市長はじめ旭川からのご来賓、協賛

企業の方々で話が弾んだようです。

▲料理台にはホテル自慢の料理と郷土品コーナーではカボチャとジャガイモ料

理や旭川産のリンゴのデザートや用意され、大勢の方が堪能した。

東
川
、
東
神
楽
、
当
麻
、
東
鷹
栖
、

愛
別
、
比
布
、
上
川
な
ど
の
旭
川
市

の
周
辺
町
こ
出
身
の
方
々
。
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
は
安
丼
規
雄
監
事
。

「旭
川
市
周
辺
の
町
の
出
身
者
が
集

ま
っ
た
。
外
か
ら
見
て
い
た
旭
川
市

の
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
」

＞
毎
年
恒
例
の
旭
川
ラ
ー
メ
ン
コ
ー
ナ
ー
。
皆
さ
ん

が
列
を
作
っ
て
熱
く
て
お
い
し
い
懐
か
し
い
故
郷
の

味
を
思
い
出
し
た
。

江
丹
別
、
鷹
栖
、
東
鷹
栖
、
雨
紛
、

富
良
野
、
及
び
道
内
各
地
、
道
外
こ

出
身
者
の
方
々
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
は
澤
田
研
二
幹
事
。

「ほ
と
ん

ど
が
市
外
の
人
。
旭
川
会
で
こ
そ
の

出
会
い
。
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
と

な
り
盛
り
上
が
っ
た
」

i][::iIIII:][『]

旭
川
産
の
映
画
が
全
国
公
開

〓
御
社
■

‐‐旭‐‐‐‐‐――＝
産‐‐
肝
画
〓
お
ゴ
リ
ど
好
一

想
」
は

，
企
画
か
ら
３
年
の
時
間
が
か

か
り
ま
‐‐‐し――‐‐一ｔ
‐が―‐‐‐‐‐一

，
０
・
５
年

，
片

，
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一編
震
鮨
腱鱚
証
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＞
出
席
希
望
者
が
多
く
、
座
席
を

‐２６
席
ま
で
増
や
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
終
始
集
中
し
て
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
の
話
か
ら

司
会

・
朝
比
奈

¨
本
日
は
お
忙
し
い
中
あ
り

が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
す
こ

い
人
数
で
す
ね
。
お
二
人
に
は
先
ず
は
、
子

供
時
分
の
話
か
ら
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
北
の
富
士
さ
ん
は
、
留
萌
市
か
ら
お
父

様
の
お
仕
事
の
関
係
で
旭
川
に
移
り
、
光
陽

中
学
校
に
転
校
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
中

で
、
光
陽
中
学
校
出
身
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
？

（は
～
い
、
と
８
名
位
の
手
が

上
が
る
。
そ
の
中
の

一
人
が
立
ち
上
が
っ
て

直
接
や
り
と
り
、
高
瀬
博
さ
ん
）
僕
は
あ
な

た
と
ク
ラ
ス
は
違
っ
た
け
ど
同
級
生
だ
っ
た

よ
。
先
生
は
大
道
先
生
だ
っ
た
よ
ね
。

北
の
富
士
さ
ん

一
僕
は
大
道
先
生
の
名
前
だ

け
は
覚
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
昭
和
３２
年

３
月
卒
業
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
僕
は
１
月
に

世
緩
Ｌ
だ
か
ら
大
相
撲
は
お
も
し
ろ
ど

勢

詰

巽

委

輩

誠

請

訴

耗

麟
一璧

鑓

唾

び

新
弟
子
検
査
で
東
京
に
出
ま
し
た
の
で
そ
こ

ま
で
で
し
た
。
そ
の
頃
、
僕
は
留
萌
か
ら
来

た
ゴ
リ
ラ
っ
て
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ

れ
か
ら
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
だ
け
れ
ど
中

学
の
同
窓
会
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

（高
瀬
さ
ん
）
行
っ
た
、　
一
緒
に
行
っ
た
。

司
会

一
い
い
で
す
ね
。
こ
う
い
う
昔
話
が
で

き
る
所
も
東
京
旭
川
会
ら
し
く
て
い
い
で
す

ね
。
同
級
生
同
士
で
後
ほ
ど
た
っ
ぶ
り
お
話

し
て
く
だ
さ
い
。
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
も
同

じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
国
技
館
の
館
内
放
送

で
「横
綱
北
の
富
士
　
北
海
道
旭
川
市
出
身
」

と
放
送
さ
れ
る
と
す
ご
く
誇
ら
し
い
気
持
ち

に
な
っ
た
も
の
で
す
。
北
の
富
士
さ
ん
、
短

期
間
し
か
い
な
か
っ
た
旭
川
市
を
出
身
地
と

し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

（会
場
は
拍
手
）

北
の
富
士

一
あ
の
頃
の
方
が
旭
川
観
光
大
使

の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
（笑
）。
僕
が
旭
川
に
住
ん
だ
の
は
短
か
っ

た
け
れ
ど
両
親
が
旭
川
市
に
住
む
こ
と
を
決

め
て
い
た
か
ら
出
身
地
に
し
た
ん
で
す
。

司
会

一
そ
れ
で
は
、
私
た
ち
は
北
の
富
士
さ

ん
の
ご
両
親
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
ね
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

北
の
富
士

一
し
か
し
、
留
萌
か
ら
は
め
ち
ゃ

▲山吹色の着物姿で現れた時|よ、会場からど

よめきがおきるほど。終始にこやかに話をさ

れ、会場は笑いが絶えません。時には拍手と

爆笑が誘い出されていました。

め
ち
ゃ
怒
ら
れ
ま
し
た
ね
。
父
バ
場
、
爆
笑
）

司
会

一
一
方
、
岩
田
さ
ん
は
旭
川
市
生
ま
れ

で
す
が
、
子
供
の
頃
は
道
内
を
あ
ち
こ
ち
経

験
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。

岩
田

¨
父
が
警
察
署
長
を
し
て
い
た
関
係
で
、

６
歳
く
ら
い
か
ら
美
深
、
厚
岸
、
本
別
、
美

幌
そ
し
て
森
町
で
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

で
す
の
で
、
私
は
シ
テ
ィ
ー
ボ
ー
イ
じ
ゃ
な

く
て
ほ
と
ん
ど
風
雪
流
れ
旅
の
よ
う
な
感
じ

で
し
た

（笑
）。

司
会

一
岩
田
さ
ん
も
お
身
体
が
立
派
で
す
が
、

何
か
や
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
？

岩
田

一
厚
岸
の
時
、
神
社
の
相
撲
大
会
に
出

さ
れ
て
、
決
勝
で
負
け
た
相
手
が
そ
の
後
相

撲
界
に
入
っ
て
、
幕
下
ま
で
行
き
ま
し
た
ね
。

北
の
富
士

一
岩
田
さ
ん
が
相
撲
を
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
い
た
ら
横
綱
に
な
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
よ

（笑
）。

座
右
の
銘
は

「生
涯

一
記
者
」

司
会

一
岩
田
さ
ん
の
座
右
の
銘
は

「生
涯

一

記
者
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
こ
か

ら
き
た
も
の
で
す
か
？

岩
田

¨
読
売
テ
レ
ビ
の
マ
ニ
ラ
支
局
長
時
代

に
中
国
で

「天
安
門
事
件
」
（
１
９
８
９
年
）

が
あ
り
ま
し
て
、
応
援
取
材
に
行
っ
た
際
は

生
き
る
か
死
ぬ
か
の
す
ご
い
現
場
で
し
た
。

そ
の
時
に
、
で
き
る
だ
け
現
場
の
取
材
を
中

心
に

「
一
記
者
」
と
し
て
仕
事
を
し
て
み
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
か
ら
で
す
ね
。

司
会

一
今
年
か
ら
母
校
の
学
習
院
大
学
法
学

部
の
特
別
客
員
教
授
に
こ
就
任
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

れ
に
し
て
も
、
大
阪
で
の
テ
レ
ビ
の
生
放
送

と
大
学
教
授
の
掛
け
持
ち
は
大
変
で
す
ね
。

岩
田

一
最
初
は
気
楽
に
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、大
学
で
は

『政
治
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』

『
世
界
の
報
道
現
場
』
『
世
界
の
時
事
英
語
』

と
３
科
目

（講
座
）
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
、

北
の
富
士
勝
昭
さ
ん
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

▲平成24年4月 13日 、石川啄木生誕百年を

記念して」R旭川駅構内に完成した歌碑像の

除幕式に旭川観光大使の一人として参tElして

いただきました。

第
５２
代
横
綱
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
相
撲
専
属
解
説

者
。
旭
川
観
光
大
使
。

昭
和
１７

（
１
９
４
２
）
年
美
幌
町
生
ま
れ
、

留
萌
市
で
小
中
学
校
時
代
は
野
球
選
手
。
途

中
、
旭
川
市
立
光
陽
中
学
校
に
転
校
。

昭
和
３２
年

（
１
９
５
７
）
出
羽
海
部
屋
に

入
門
。
春
場
所
初
土
俵
。
十
両
で
は
、
史
上

３
人
目
の
１５
戦
全
勝
優
勝
。
昭
和
３９
年

（
１
９
６
４
）
初
場
所
で
１３
勝
２
敗
の
新
入

幕
力
士
最
多
勝
記
録
を
打
ち
立
て
る
。
昭
和

４．
年

（
１
９
６
６
）
大
関
昇
進
、
千
代
の
山

の
出
羽
海
部
屋
か
ら
の
独
立
に
同
行
し
、
九

重
部
屋
へ
移
る
。
昭
和
４５
年

（
１
９
７
０
）

三
度
目
の
優
勝
を
経
て
、
第
５２
代
横
綱
に
昇

進
。
十
度
の
優
勝
（う
ち
三
度
は
全
勝
優
勝
）。

昭
和
４９
年

（
１
９
７
４
）
引
退
。
丼
筒
を

襲
名
。
の
ち
に
、
九
重

（千
代
の
山
）
の
逝

去
に
よ
り
、
丼
筒
部
屋
と
九
重
部
屋
を
合
併

継
承
し
、
九
重
親
方
と
な
る
。
第
５８
代
横
綱
ｏ

千
代
の
富
士
、
第
６．
代
横
綱

・
北
勝
海
と
二

人
の
横
綱
を
育
て
「常
勝
軍
団
」
と
呼
ば
れ
た
。

現
在
、
最
新
刊
本
が
フ
ァ
ン
に
話
題
。

岩
田
公
雄
さ
ん
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

鷺鯛綺隧壼:輻鶉酪蜆彎サイ》鬱ず

▲旭川観光大使としていろいろな場面で

ご活躍。平成26年 4月 23日、旭川地域企

業誘致 東京サテライトオフイスの開所

式でご挨拶と乾杯の音頭をとられました。

▲『大放談!大相撲打ちあけ

話』。北の富士さんの最新

刊。抜群のおもしろさです。

北
朝
鮮

ｏ
平
壌
か
ら
の
３
日
間
連
続
生
中
継

を
初
め
て
実
現
さ
せ
る
な
ど
、
様
々
な
事
件

現
場
記
者
と
し
て
活
躍
。

１
９
９
２
年
か
ら
は
情
報
番
組

「ウ
エ
ー

ク
ア
ッ
プ
」に
解
説
委
員
と
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー

出
演
。
以
来
、
番
組
の
メ
イ
ン
解
説
者
と
し

て

「ウ
エ
ー
ク
ア
ッ
プ
ー
ぶ
ら
す
」
や

「情

報
ラ
イ
ブ

ミ
ヤヽ
ネ
屋
」
に
出
演
。
２
０
１
５

年
４
月
か
ら
母
校

・
学
習
院
大
学
法
学
部
よ

り
要
請
の
あ

っ
た
特
別
客
員
教
授
に
就
任
。

現
在
、
３
科
目
の
講
座
を
受
け
持
っ
て
い
る
。

２
平
成
ν
年
４
月
、
母
校
・学
習
院
大
学
法
学
部
の
特
別

客
員
教
授
に
就
任
さ
ね
た
時
の
記
念
写
真
。
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思

っ
て
い
た
以
上
に
時
間
が
と
ら
れ
ま
す
。

読
売
テ
レ
ビ
は

「ウ
エ
ー
ク
ア
ッ
プ
」
を
隔

週
に
、
で

ヤヽ
ネ
屋
」
は
火
曜
日
だ
け
に
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
東
京
と
大
阪
の
往

復
は
年
間
１
３
０
往
復
く
ら
い
で
す
。

北
の
富
士
さ
ん
は
若
い
！

司
会

一
導
入
部
の
私
の
進
行
は
こ
の
辺
に
し

て
、
あ
と
は
岩
田
さ
ん
に
進
行
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
田

一
壁
新
聞
を
背
に
し
て
大
横
綱
を
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
と
い
う
の
は
、
こ
ち
ら
も
緊
張
し

ま
す
が
、
私
が
北
の
富
士
さ
ん
と
対
談
を
す

る
と
周
り
に
言
う
と
、
「ど

っ
ち
が
年
上
な

の
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
み
ん
な
私
の
方

が
年
上
と
勘
違
い
す
る
ほ
ど
北
の
富
士
さ
ん

の
方
が
若
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
若
さ

の
秘
訣
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

北
の
富
士

一
特
別
の
こ
と
は
や
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
歩
く
こ
と
と
週
に
３
～
４
回
ジ
ム
に

行
く
程
度
で
す
。
私
は
現
役
時
代
１
３
２
キ

ロ
く
ら
い
が
ベ
ス
ト
で
し
た
。
今
の
力
士
の

平
均
体
重
よ
り
２。
キ
ロ
く
ら
い
少
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
当
時
は
大
き
い
方
で
し

た
。
最
初
は
新
弟
子
検
査
に
落
ち
る
く
ら
い

に
細
か
っ
た
。
今
の
子
は
最
初
か
ら
太
っ
た

子
が
多
す
ぎ
る
。
稽
古
も
足
り
な
い
か
ら
怪

我
も
多
い
。
僕
も
稽
古
は
足
り
な
い
と
言
わ

れ
て
い
た
方
で
す
が
、
そ
れ
で
も

一
日
百
番

く
ら
い
は
取
っ
て
い
た
。
今
の
力
士
は
よ
く

て
２０
番
か
３。
番
く
ら
ぃ
で
し
ょ
う
か
。

岩
田

一
相
撲
で
は
、
よ
く
脇
を
締
め
な
け
れ

ば
と
聞
き
ま
す
が
。

北
の
富
士

一
脇
を
締
め
な
い
と
押
せ
な
い
の

で
、
よ
く
両
脇
に
藁
を
挟
ん
で
す
り
足
を
し

た
も
の
で
す
。
僕
は
今
で
も
左
脇
は
相
当
固

い
で
す
よ
。
し
か
し
、
ゴ
ル
フ
に
な
る
と
、

こ
う
な
っ
て
左
脇
が
開
い
ち
ゃ
う
か
ら
不
思

議
だ
よ
ね
。
（そ
の
格
好
で
、
会
場
は
爆
笑
）

思
い
出
に
残
る
名
勝
負

岩
田

一
北
の
富
士
さ
ん
に
と
っ
て
の
思
い
出

に
残
る
名
勝
負
は
何
で
し
ょ
う
か
？

北
の
富
士

一
や
は
り
、
初
代
の
関
脇
貴
ノ
花

と
の
も
つ
れ
た

一
戦
で
し
ょ
う
か
。
（注

一

昭
和
４７
年
、
１
９
７
２
年
１
月
場
所
８
日
目
）

当
時
の
貴
ノ
花
は
と
に
か
く
体
が
柔
ら
か
く

て
、
し
か
も
強
靭
な
足
腰
で
、
こ
の
ま
ま
倒

れ
て
は
貴
ノ
花
の
頭
が
危
な
い
と
、
手
を
つ

い
た
の
が

「か
ば
い
手
」
か

「
つ
き
手
」
か

で
物
言
い
が
つ
き
、
結
局
勝

っ
た
け
れ
ど
、

貴
ノ
花
フ
ァ
ン
に
囲
ま
れ
て
大
変
で
し
た
。

あ
の
時
は
、
貴
ノ
花
の
頭
も
危
な
か
っ
た
が
、

自
分
の
顔
も
危
な
か
っ
た
の
で
か
ば
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
終
わ
っ
た
ら
銀
座
に
行
く

こ
と
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
「顔
は
大
丈
夫

か
」
と
支
度
部
屋
で
新
聞
記
者
に
聞
い
た
ら
、

そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
し
ま
っ
た
け
ど
ね
。

（会
場
は
爆
笑
）

岩
田

一
そ
の

一
番
は

「や
く
み
つ
る
」
さ
ん

も
名
勝
負
に
上
げ
て
い
て
、
今
は

ユ
ー

チ
ュ
ー
プ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
（ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
）

引
き
際
こ
そ
横
綱
の

ク
美
学
ク

岩
田

一
か
つ
て
の
弟
子
で
あ
っ
た
千
代
の
富

士
が
横
綱
に
な
っ
た
時
、
贈
っ
た
は
な
む
け

の
言
葉
が

「辞
め
る
時
は
、
ス
パ
ッ
と
い
こ

う
な
」
と
い
う
の
は
有
名
で
す
が
。

北
の
富
士

一
本
人
は
び
っ
く
り
し
た
と
思
う

け
ど
、
横
綱
に
な
る
と
結
構
そ
う
い
う
こ
と

は
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
横
綱

の
引
き
際
は
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。

僕
の
引
退
は
昭
和
４９
年
で
、
巨
人
の
長
嶋
さ

ん
と
同
じ
年
で
し
た
が
、
長
嶋
さ
ん
の
よ
う

に

「巨
人
軍
は
永
久
に
不
滅
で
す
」
と
は
い

か
な
い
か
ら
、
引
退
相
撲
の
時
は
、
自
い
タ

キ
シ
ー
ド
姿
で
パ
ー
マ
を
か
け
て
、
吹
き
込

ん
だ
歌
を
土
俵
上
で
歌

っ
て

「サ
ヨ
ナ
ラ
」

と
や
っ
た
ら
、
理
事
長
が
苦
虫
を
か
み
つ
ぶ

し
た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。
父
バ

場
、
爆
笑
）

岩
田

一
と
こ
ろ
で
、
今
日
も
着
物
姿
で
す
ね
。

い
つ
も
粋
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
が
…
。

北
の
富
士

一
３２
歳
で
引
退
し
て
、
そ
れ
ま
で

は
着
物
し
か
着
て
来
な
か
っ
た
の
で
、
洋
服

に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。
洋
服
も
結
構
着

ま
し
た
が
、
あ
る
時
着
物
を
着
て
み
た
ら
そ

の
良
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
ね
。
現
役
の
こ

ろ
は
ず
い
ぶ
ん
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
い

ま
自
前
で
作
る
と
結
構
高
い
で
す
ね
。
今
日

も
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
の

人

（朝
比
奈
）
が
着
物
だ
、
着
物
だ
と
言
う

も
の
だ
か
ら
仕
方
な
く
着
て
き
ま
し
た
。
で

す
の
で
、
別
に

「行
き

（
粋
）
で
も
帰
り
」

で
も
な
い
ん
で
す
よ
。
父
バ
場
は
爆
笑
）

弟
子
運
に
は
恵
ま
れ
た

岩
田

一
親
方
と
し
て
も
二
人
の
横
綱
を
育
て

ら
れ
ま
し
た
。
す
と
い
こ
と
で
す
ね
…
。

北
の
富
士

一
僕
は
弟
子

運
に
恵
ま
れ
た
だ
け
で

す
。
千
代
の
富
士
と
は

最
初
は
弟
子
同
士
の
関

係
で
し
た
。
千
代
の
山
師
匠
が
亡
く
な
っ
て
、

新
九
重
部
屋
に
な
っ
た
時
か
ら
親
方
と
弟
子

の
関
係
に
な
っ
た
。
最
初
は
投
げ
に
こ
だ
わ

り
脱
臼
ば
か
り
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
か
ら

相
撲
が
変
わ
っ
た
。
左
前
み
つ
を
引
き
つ
け

て

一
気
に
攻
め
る
相
撲
を
身
に
つ
け
て
か
ら

大
横
綱
ま
で
上
り
つ
め
ま
し
た
ね
。

北
勝
海
は
、
柔
道
を
や
っ
て
い
て
ま
だ
小

さ
か
っ
た
中
学
１
年
の
時
に
部
屋
の
札
幌
合

宿
の
時
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
。
中
学
３
年
に

な
っ
た
ら
も
う

一
度
来
な
さ
い
と
、
ち
ゃ
ん

こ
を
と
馳
走
し
て
帰
し
た
が
、
中
学
３
年
に

な
っ
た
ら
お
父
さ
ん
か
ら

「本
人
は
あ
の
時

ち
ゃ
ん
こ
を
ご
馳
走
し
て
く
れ
て
、
お
小
遣

い
を
く
れ
た
お
じ
さ
ん
の
所
へ
行
き
た
い
」

と
言
っ
て
い
る
と
電
話
が
来
た
。
有
名
高
校

の
柔
道
部
の
誘
い
を
断
っ
て
部
屋
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。
あ
の
小
違
い
が
効
い
た
ね

（笑
）。
北
勝
海
は
真
面
目
で
、
相
撲
セ
ン
ス

が
良
か
っ
た
で
す
ね
。
横
綱
を
二
人
も
持
て

た
の
は
運
だ
け
で
す
。
そ
の
二
人
に
は
ず
っ

と
オ
レ
の
真
似
だ
け
は
す
る
な
と
言
っ
て
き

ま
し
た
け
ど
ね

（笑
）。

ほ
め
て
育
て
る

岩
田

一
よ
く
教
え
る
時
は
我
慢
が
必
要
だ
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
昔
と
今
で
は
教
え
方
が
違

う
も
の
で
す
か
？

北
の
富
士

一
昔
は
叩
か
れ
て
育
て
ら
れ
て
き

た
け
れ
ど
、
今
は
叩
か
れ
な
い
、
何
も
言
わ

れ
な
い
か
ら
体
ば
か
り
大
き
く
な
っ
て
。
師

匠
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
僕
は
テ
レ
ビ

解
説
で
は
ボ
ロ
ク
ソ
に
言
っ
て
ま
す
が
、
部

屋
を
持

っ
て
い
た
時
は
ほ
め
て
育
て
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
お
前
は
ほ
め
る
の
が
う
ま

い
ね
と
よ
く
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。
力
士
は

大
き
く
な
っ
た
ね
、
と
い
う
と
喜
ぶ
ん
で
す
。

太

っ
た
ね
は
ダ
メ
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
で
、

朝
比
奈
さ
ん
は
太
っ
た
ね
。
公
バ
場
は
爆
笑
）

岩
田

一
北
の
富
士
さ
ん
は
、
辛
ロ
ト
ー
ク
と

も
言
わ
れ
ま
す
が
、
実
に
軽
妙
で
す
が
。

北
の
富
士

¨
最
近
は
ど
う
し
て
も
小
言
が
多

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
力
士
の
中
で
は
遠
く

か
ら
僕
を
見
つ
け
る
と
す
～
っ
と
逃
げ
る
力

士
も
い
ま
す
。
僕
も
若
い
時
は
そ
う
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
ね

（笑
）。

旭
川
出
身
力
士
の
活
躍
を

司
会

一
旭
川
出
身
力
士
の
中
で
、
昨
年
旭
大

星
が
、

１３
年
ぶ
り
の
北
海
道
出
身
の
関
取
に

な
り
ま
し
た
。

一
度
幕
下
に
落
ち
で
再
十
両

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
北
の
富
士
さ
ん
か

ら
見
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

北
の
富
士

一
今
は
ま
だ
結
構
逃
げ
る
相
撲
が

多
い
け
れ
ど
、
前
に
出
る
相
撲
に
な
れ
ば
幕

内
に
上
が
れ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

司
会

一
四
股
名
が
、
旭
川
の
旭
に
大
き
な
星

で
す
か
ら
こ
れ
以
上
の
し
こ
名
は
あ
り
ま
せ

ん
ね
。
体
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
し
、
期
待

の
星
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

北
の
富
士

¨
な
れ
る
と
思
う
よ
。
う
ち
の
八

角
部
屋
に
も
旭
川
出
身
は
二
人
い
る
。
（掛

橋
と
中
野
）
掛
橋
は
小
さ
い
け
れ
ど
楽
し
み

だ
。
み
ん
な
頑
張
っ
て
ほ
し
い
ね
。

岩
田

一
若
い
楽
し
み
な
旭
川
出
身
力
士
が
出

て
き
た
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
、
み
ん
な
で
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。
北
の
富

士
さ
ん
に
は
、
今
後
も
大
相
撲
解
説
で
は
厳

し
く
も
愛
情
を
も
っ
て
解
説
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
し
か
し
、
大
相
撲
も
こ
の
ま
ま
で

は
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
日
本
入
力
士
の
活
躍

を
何
と
か
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

北
の
富
士

一
日
本
入
力
士
の
優
勝
が
出
た
ら

も
っ
と
盛
り
上
が
る
は
ず
な
の
で
そ
う
願
っ

て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

司
会

Ｈ
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
別
対
談
を
終
え
て

司
会
　
朝
比
奈
康
博

東
京
旭
川
会
　
相
談
役

旭
川
観
光
大
使

ご
来
場
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
は
、

旭
川
観
光
大
使
お
二
人
の

「特
別
対
談
」
を

喜
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。
北
の
富
士

さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぶ
り
の
お
話
に
大
い

に
笑
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
画
し
た
人

間
と
し
て
お
二
人
と
会
員
の
皆
様
に
改
め
て

御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
時
間
の
対
談
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
に
収
ま

り
き
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
お
許
し

い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（初
場
所
で
は
北
の
富
士
さ
ん
や
皆
さ
ん
の

願
い
が
通
じ
、
大
関

ｏ
琴
奨
菊
が
日
本
出
身

力
士
と
し
て
１０
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
）

現
在
、
旭
川
出
身
力
士
は
３
人
い
ま
す
。

そ
の
中
で
最
上
位
は
、春
場
所
番
付
で
十
両
ｏ

西
１４
枚
目
の
友
綱
部
屋
の
旭
大
星
Ю
平
成
２６

年
７
月
場
所
に
北
海
道
出
身
力
士
と
し
て
１３

年
ぶ
り
の
関
取
と
な
っ
て
以
来
、
ま
だ
な
か

な
か
成
績
は
安
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
北
の

富
士
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
「前
に
出
る
相
撲
」

を
身
に
つ
け
、
改
め
て
幕
内
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

八
角
部
屋
に
は
、
北
の
富
士
さ
ん
の
孫
弟

子
に
あ
た
る
三
段
目

ｏ
東
２。
枚
目
の
北
勝
川

（掛
橋
改
め
）、
序
二
段

・
東
７４
枚
目
の
北
勝

波

（中
野
改
め
）
の
二
人
が
お
り
ま
す
。
二

人
の
頑
張
り
に
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（注

一
会
報
の
制
作
日
程
の
都
合
上
、
春
場

所
の
番
付
ま
で
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
）

▲「大横綱をインタヴューす

るのは緊張します」と言いつ

つ、にこやかに。

▲旭川後援会の「あさつ

ぴ一」の化粧まわしを締め、

十両土俵入りをする旭大星。
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ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
能
の
世
界
で
大
活
躍
！
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

園
園
口
団
一
や
り
投
げ
比
旧
躍
厚

旭
川
東
高
　
３
年
生
北
口
選
手
が
大

活
躍
！
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る

北
口
榛
花
選
手
は
、
本
格
的
に
や
り
投

げ
を
始
め
た
の
は
高
校
入
学
か
ら
。
ぐ
ん
ぐ

ん
力
を
つ
け
て
２
年
生
の
高
校
総
体
と
国

体
少
年
の
部
で
優
勝
、
昨
年
１
月
に
は

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い

て
特
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

「ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ア
ス
リ
ー
ト
」
に
認
定
。
６
月
の
日
本
選

手
権
で
は
成
人
選
手
の
中
で
５
位
。
７
月
に

南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
開
催
の
世
界
ユ
ー
ス
選

手
権
で
も
優
勝
し
、
国
際
的
な
大
舞
台
で
の

強
さ
も
示
し
た
。
全
国
置
穣
総
体
で
も
自
己

ベ
ス
ト
で
２
連
一覇
を
達
成
。

１０
月
に
行
わ
れ

た
和
歌
山
県
で
の
第
七
十
回
国
民
体
育
大

会
で
は
大
会
新
記
録
５７
Ｍ
０２
で
優
勝
ｏ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
注
目
選
手
で
す
。

バ
ス
ケ
ツ
ト
五
輪
切
符

町
田
瑠
唯
選
手
が
活
躍

日
本
は
、
昨
年
リ
オ
五
輪
予
選
兼
ア
ジ

ア
選
手
権
の
最
終
日
で
中
国
に
８５
対
５０
で

圧
勝
。
３
大
会
ぶ
り
の
五
輸
出
場
を
決
め

た
。
団
体
球
技
の
日
本
勢
で
は
最
初
の
リ

オ
五
輪
切
符
獲
得
で
、
ア
ジ
ア
選
手
権
は

２
大
会
連
続
３
度
目
の
優
勝
。
町
田
選
手

は
イ
ン
ド
戦
で
１６
ア
シ
ス
ト
を
記
録
す
る

な
ど
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
貢
献
し
ま
し
た
。

日
＝
日
調
ロ
ヒ
保
障
陛
隠
選
陸
ｒ

書
の
甲
子
園

旭
川
西
高
が
優
勝

名
門
開
成
高
校
の
三
連
覇
を
阻
止
！

最
多
優
勝
記
録
を
誇
る
開
成
高
校
を
準

決
勝
で
破
り
、
三
連

勝
を
阻
止
。
優
勝
し

た
名
古
屋
高
校
と
は

大
将
戦
ま
で
闘
っ
て
、
惜
し
く
も
準
優
勝

だ
っ
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
放
送
で
の
東

高
の
取
材
時
間
は
２０
分
を
超
え
る
圧
勝
劇
。

見
る
も
の
を
熱
く
す
る
そ
の
努
力
と
成
果

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
旭
川
束
畳
板
・
文
芸

部
は
旭
川
市
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

団
体
の
部
で
悲
願
の
初
優
勝
！

顧
間
の
富
岡
仁
先
生
は

「先
輩
た
ち
が
築

い
て
き
た
下
地
を
洗
練
さ
せ
た
努
力
の
結

果
」
と
喜
ぶ
。
個
人
の
部
で
は
、
３
年
生
の

丼
上
遥
さ
ん
が
文
部
科
学
大
爾
菅
が
し
菖
（。

▲北□選手はNHKの「めざせ12020年のオ

リンピアン/パラリンピアン」(2015年 12月

8日 大)に登場。やり投げの日本選手権12連

覇者で2009年世界選手権の日本初のメダル

C同 )を獲得した村上幸史選手がコーチ。やリ

投げ女王の成長のカギ“考える"を探る。

▲2015年 7月 コロンビアで

開催された世界ユースで優

勝した表彰台の北□選手

▲町田選手は旭川緑ケ丘中

から札幌山の手高へ進学。

現在は富士通の司令塔。

▲NHK・ Eテ レの9月 27日 (日 )1時 間番組「静か

なる激闘一俳句甲子園」の中では、旭川東高・文

芸部の奮闘ぶりが取材され感動を呼んだ。

▲「開成の句と自分たちの句が対戦できるのは

最大の喜びだと思うよ」。13年連続旭川東高を

「俳句甲子園」に導いた顧間の太田成司先生。

▲平日3時間、土日は自主練習としてフ時間活動

し、年2回の合宿。「体全体を使つて伸びやかに踊

るように書く」が書道部の指導方針です。

□
日
剛
田
「
川
利
刑
４６‐
ぼ
隔
床
奈
々
未
さ
ん
は
旭
川
市
出
身

ア
イ
ド
ル
の
枠
を
越
え

幅
広
く
活
躍
中
！

旭
川
西
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
の
美
術

大
学
に
進
学
し
２
０
１
１
年
８
月
２．
日
に

乃
木
坂
４６
の

一
期
生
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に

合
格
。
２
０
１
５
年
３
月
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
誌

「
Ｃ
Ａ
Ｎ
ｃ
Ａ
Ｍ
」
の
専
属
モ
デ
ル

に
起
用
さ
れ
２
０
１
５
年
８
月
に
は
写
真

集

「や
さ
し
い
棘

（幻
冬
舎
ン

を
発
売
。

写
真
集
は

一
週
間
で
２
万
部
を
越
え
、
オ

滸
熙
憮
切
ン

リ
コ
ン
週
間
本
ラ
ン
キ
ン
グ
写
真
集
部
門

で
第

一
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
愛
称
は

〃
な
な
み
ん
〃。
乃
木
坂
４６
の
人
気
メ
ン

バ
ー
の
１
人
で
、
デ
ビ
ュ
ー
以
来
十
四
作

連
続
で
選
抜
メ
ン
バ
ト
に
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
北
海
道
文
化
放
送
（
Ｕ
Ｈ
Ｂ
）

の
新
番
組

「乃
木
坂
４６
橋
本
奈
々
未
の
恋

す
る
文
学
」
が
２
月
１８
日
か
ら
五
週
連
続

で
北
海
道
内
の
み
で
し
た
が
放
送
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

▲旭川の広報誌「あさひば

し」2015年 10月号にも紹介

されました。

▲写真集「やさしい祠 の表紙。

橋本さんの行きたい場所や着

たい物等満載の一冊です。

日
日
洲
ぐ
明
る
い
安
村
さ
ん
旭
川
観
光

‐
大
順
に
日

「と
に
か
く
明
る
い
安
村
」
さ
ん
の

旭
川
凱
旋
ス
テ
ー
ジ
に
３
万
人
が

集
ま
り
ま
し
た

昨
年
か
ら
テ
レ
ビ
で
見
な
い
日
は
な
い

く
ら
い
に
ブ
レ
ー
ク
し
て
い
る

「と
に
か

く
明
る
い
安
村
さ
ん
」。
全
裸
に
見
え
る

ポ
ー
ズ
の
あ
の
方
で
す
。決
め
台
詞
の
「安

心
し
て
く
だ
さ
い
。
穿
い
て
ま
す
よ
」
は

２
０
１
５
年
ユ
ー
キ
ャ
ン
新
語

ｏ
流
行
語

大
賞
の
ト
ッ
プ
テ
ン
に
も
入
り
ま
し
た
。

ま
た
最
近
で
は
英
語
版
も
披
露
し
英
語
圏

で
も
人
気
急
上
昇
中
で
す
。

そ
の
安
村
さ
ん
が

「旭
川
観
光
大
使
」

に
任
命
さ
れ
、
２
月
６
日
に
行
わ
れ
た
第

５７
回
旭
川
冬
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
委
嘱
状
授
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
雪
が
ち
ら
つ
く
氷
点
下
５
度
の
屋

外
ス
テ
ー
ジ
に
い
つ
も
の
パ
ン
ツ

一
丁
の

姿
で
登
場
し
た
安
村
さ
ん
は
得
意
の
ポ
ー

ズ
も
披
露
。
身
体
を
張
っ
た
芸
に
会
場
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
の
活

躍
が
楽
し
み
で
す
。

▲西川旭川市長から観

光大使の盾とたすきを

手渡される安村さん。

▲冬まつリステージで

の決めポーズ。旭川実業

高校時代には夏の甲子

園にも出場しています。

機本畿々衆■|
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旭
川
市
長

西
川
将
人

北
の
富
士
さ
ん
、
岩
田
公
雄
さ
ん
に
よ

る
特
別
講
演
会
後
、
西
川
将
人
旭
川
市
長
の

ミ
ニ
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

２５
年
か
け
た
旭

川
駅
周
辺
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
象
徴

「あ
さ
ひ
か
わ
北
彩
都
ガ
ー
デ
ン
」
が
完
成
。

大
池
に
は
カ
モ
も
飛
来
し
、
冬
は

「歩
く
ス

キ
ー
コ
ー
ス
」
に
。
駅
前
に
は
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
が
で
き
、
市
民
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

旧
ア
サ
ヒ
ビ
ル
跡
地
を
含
む
ホ
テ
ル
の

建
設
計
画
。
日
本
初
の
歩
行
者
天
国
と
し
て

誕
生
し
た
買
物
公
園
の
旭
川
駅
前
か
ら
１
条

食
ベ
マ
ル
シ
エ
ー２５
万
人
！

旭
川
市
中
心
部
で
９
月
１９
日
か
ら
５
日

間
開
か
れ
た
道
北
最
大
の
食
の
イ
ベ
ン
ト

「北
の
恵
み
　
食
ベ
マ
ル
シ
ェ
」
の
来
場
者

は
、
過
去
最
大
の
１
２
５
万
人
と
な
っ
た
。

出
展
者
も
過
去
最
多
の
３
４
５
店
。
道
北
の

３８
市
町
村
、
旭
川
市
と
の
つ
な
が
り
の
深
い

道
外
か
ら
も
多
数
出
店
。
東
京
か
ら
も

「東

京
の
旭
川
応
援
団
」
の
店
が
出
店
し
た
。

通
を
つ
な
ぐ
歩
行
者
用
屋
根
キ
ャ
ノ
ピ
ー
の

整
備
工
事
化
等
の
観
光
活
性
策
の
話
し
に
続

き
、
毎
年
千
人
単
位
で
減
り
続
け
て
い
る
少

子
化
の
対
応
策
と
し
て
企
業
の
誘
致
に
よ
る

雇
用
創
出
、
旭
川
の
強
み
で
あ
る
農
業
に
よ

る
食
品
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
等
、
今
年
度

か
ら
の
総
合
計
画
に
も
触
れ
な
が
ら
幅
広
く

「第
３３
回
江
東
区
民
ま
つ
り
」
に

旭
川
市
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す

ご
説

盟
い
た
だ
き
ま
し
た

▲木場と門前仲町の中間にある「―穂 (い つす

い)」 は、「食ベマルシェ」には店を休みにして三度

も応援出店し、旭川市民に"深川めし“を提供した

とのことです。な:03-3643… 2255

▲都立木場公園内で開催された

「第33回江東区民まつり」の「はる

ばるバザール」に旭川物産協会も

出店。旭川物産を販売・PR。

▲写真左は「東京の旭川応援団」団長と自他とも

に認められる大山敏博店主です。江戸三大祭リ

のひとつ「深川祭」の総代を務める地元の名士。

北の富士さんとの事前打ち合わせの席で。

▲夜間照明の駅前スケートリンク。

「大きい靴も置いてありますか?」

の北の富士さんの市長への質問

に講演会場はどつと沸く。

東
京
旭
川
会
で
は
会
員
相
互
の
懇
親
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
５
月
の
散
歩
の

会
か
ら
始
ま
っ
て
６
月
の
バ
ス
旅
行
、
残

念
な
が
ら
春
の
開
催
は
悪
天
候
で
中
止
に

な
り
ま
し
た
が
１１
月
の
ゴ
ル
フ
親
睦
会
な

ど
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
ハ
レ
ロ

イ
会
で
は
旭
川
会
の
若
手
が
集
ま
り
に
ぎ

や
か
に
懇
親
を
深
め
て
い
ま
す
。

皆
様
の
参
加
大
歓
迎
で
す
の
で
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で

散
歩
を
楽
し
む
会

昨
年
は
、
５
月
９
日
土
曜
日
に
両
国

コ
ー
ス
を
幹
事
会
員
合
わ
せ
２３
名
の
参
加

者
で
実
施
し
ま
し
た
。
案
内
人
は
郷
土
史

家
の
渡
辺
功

一
氏
。
資
料
を
見
な
が
ら
の

詳
し
い
解
説
が
実
に
面
白
い
。
Ｉ
Ｒ
浅
草

橋
駅
か
ら
柳
橋
、
両
国
橋
、
回
向
院
、
吉

良
邸
跡
な
ど
歴
史
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
で
し

た
。
散
歩
の
後
の
打
上
げ
会
で
は
相
撲
甚

句
が
披
露
さ
れ
拍
手
喝
采
。
大
い
に
盛
り

上
が
り
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

バ
ス
旅
行

毎
年
恒
例
の
郷
土
訪
間
の
旅
に
替
え
て

初
め
て
日
帰
リ
バ
ス
旅
行
を
６
月
１７
日
に

行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「富
士
周
辺
世

界
遺
産
見
学
」
と
し
ま
し
た
。
様
々
な
発

見
に
出
会
い
、
新
し
い
仲
間
と
楽
し
い
ひ

と
時
を
の
ん
び
り
過
ご
し
充
実
し
た
思
い

出
深
い
旅
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
レ
ロ
イ
会

東
京
旭
川
会
の
比
較
的
若
手
の
メ
ン

バ
ー
で
年
に
数
回
集
ま
っ
て
懇
親

（飲
み

会
）
を
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
多
彩
。

現
在
の
登
録
者
は
３０
名
強
で
す
。

▲散歩の途中では柳橋際の有名な佃煮屋さん小松屋さん

のご主人からお話をお聞きしたり、八角部屋に立ち寄り旭り||

出身の若い力士掛橋、中野の二人と記念撮影も行いました。

▲11月 2ア 日、早めの忘年会を神田の

ジンギスカン店で開催。20代から50

代まで集まり思いつきり食べまくりまし

た。旭川好きな方大歓迎です!

▲車中では会長のご挨拶を皮切りに総勢23名の自己紹介|コ台

まり参加者の会話がはずむ中11時に目的地に到着。忍野八海、

富士山信仰を支えた御師の旧戸川家住宅、浅間茶屋昼食、北□

本宮浅間神社を巡りました。写真は忍野八海での一枚です。

ゴ
ル
フ
親
睦
会

１１
月
３０
日
武
蔵
Ｏ
Ｍ
Ｇ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

に
て
第
六
回
親
睦
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
。
会

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

▲心配された天候にも恵まれ5組 17名 (内女性3名 )の方が参カロ

しました。ちょうど見ごろのもみじを鑑賞しながらの大変楽しい

会となりました。今年度も開催を予定していますので、お誘い合

せの上多数の方のご参カロをお待ちしています。

東訓 I会のホ■ムベ|■|ジをご覧ください

][〔
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【ご
来
賓
】

◆
旭
川
市
長
…
…
…
…
。…
…
…
。…
。
西
川
　
将
人

様

◆
旭
川
市
圭菌
〓議
長
…
…
。…
…

…
。
塩
尻
　
伸
司

様

◆
旭
川
市
経
済
観
光
部
長
…
…
…
…

佐
藤
　
幸
輝

様

◆
旭
川
市
農
政
部
長
…
…
。…
…

…
。
辻
野
　
隆
行

様

◆
旭
川
市
総
合
政
策
部
次
長
…
…
…

大
鷹
　
　
明

様

◆
旭
川
市
税
務
部
次
長
…
…
…
…
…

那
須
　
秀
昭

様

◆
制
馴
肺
齢
絵
露
務
局

…
…
…
。…
‥
樽
井
　
里
美

様

◆
旭
川
市
総
合
政
策
部
秘
書
課
…
…

須
賀
　
瑛
子

様

◆
脚
釧
醐
餓
嗣
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

…
…

中
川
　
竹
志

様

あ 冨か

E調

一悧
螢
罰
脱

Ⅲ
繭

裂

顔

賞

園

嘉

卵

赫

期
日
響
甲

帰
者
】〓
は
旭
川
観
光
大
使
の

浅
沼
　
雄
太

朝
比
奈
　
康
博
〓

朝
妻
　
久
実
〓

阿
部
　
　
功

阿
部
　
百
合
子

荒
川

　

繁

石
丼
　
拓
磨

板
岡
　
功
雄

編
搬
届
　
　
　
禾
同

今
井
　
昭
吉

今
津
　
寛
史

岩
田
　
公
雄
〓

岩
渕
　
勝
美

植
木
　
宏
昌

上
田
　
皓

一

梅
津
　
博
司

浦
木
　
　
勲

　

　

　

さ

海
老
澤
　
美
智
子

）遷
藤
　
　
　
折
口

大
岡
　
ノ
リ
コ

一
大
城
　
一即
子

一
大
谷
　
真
樹
子

一
大
友
　
勝
美

一
大
場
　
孝
仁

一
岡
崎
　
友
典
〓

一
岡
田
　
篤
彦

一
岡
村
　
一浮
子

一
尾
崎
　
千
恵
子

一
小
田
原
　
一
史

一
小
柳
　
弘
子

一
柿
坂
　
沙
庸
理

一
柿
林
　
博
司

一
片
桐
　
紀
恵

一
片
脇
　
主我
正

一
加
藤
　
桂
子

一
加
藤
　
文
哉

一
加
藤
　
祐
司

力
で
す
。
（敬
称
略
）

金
子
　
　
登

鎌
野
　
早
苗

川
回
　
　
翼

川
西
　
　
勲

神
田
　
洋
子

菊
地
　
勝
昭

木
奇
　
秀
夫

木
島
　
英
人

北
の
富
士
勝
昭
∴

窪
田
　
敬
昭

小
澤
　
直
子

小
松
　
仁
志

五
郎
部
　
満

今
野
　
勝
信

金
野
　
茂
樹

近
野
　
光
佑

齋
藤
　
弘
明

酒
井
　
典
子

坂
本
　
寿
美
雄

櫻
井
　
　
悠

櫻
庭
　
俊
司

一
佐
々
木
　
茂
雄

一
佐
々
木
　
隆
博

一
佐
々
木
　
護

・
佐
藤
　
み
き

・
佐
藤
　
素
子

一
佐
藤
　
安
弘
÷

一
佐
藤
　
幸
博

一
澤
田
　
研
二

一
澤
田
　
一二
男

一
重
國
　
麻
也
子

・
柴
田
　
良
成

一
島
田
　
一暴
明

一
白
倉
　
伸
也

一
杉
本
　
一
美

一
鈴
木
　
聖
史

¨
鈴
木
　
啓
正

な◆
旭
川
商
工
会
議
所
事
務
局
長
…
…

川
回
　
　
勤

様

◆
儲
競
恥
勤
肺
鰈
諜
協
同
組
合

…
…
。
白
鳥
　
隆
志

様

◆紡艇詢勘諦鵬鰈鶴同組合…‥・岩
崎

康
郎

様

◆乱舗鎚勝銘護と会
…………‥・
高
橋

　

守

様

◆
北
海
道
東
京
事
務
所
長
…
…
…
…

岡
田
　
恭

一
様

◆
討
炒
訂
鞠
組
訓
糾
馴
営
業
本
部

‥

石
井
　
直
己

様

瀬
川
　
信
幸

宗
万
　
　
裕
〓

高
木
　
宏
明

高
島
　
芳
美

高
瀬
　
　
博

高
橋
　
照
美
〓

高
橋
　
文
子

武
田
　
彰
宏

田
中
　
｛昌
雄

田
中
　
ひ
と
み

田
中
　
松
美

丹
保
　
冬
司
夫

土
田
　
哲
郎

寺
島
　
一署
久
男

冨
田
　
康
文

内
藤
　
ひ
ろ
み

仲
川
　
　
有

中
島
　
慶
章

中
村
　
園
子

那
須
　
利
雄

名
畑
　
拓
洋

並
河
　
典
子

西
　
　
俊
輔

西
谷
内
　
力
世
一

野
作
　
雅
章

長
谷
川
　
明
子

長
谷
川
　
大

早
坂
　
克
孝

林

　

秀

一

原
　
　
公
朗

東
出
　
康
宏

樋
回
　
　

厳̈

日
高
　
里
枝

平
島
　
一浮
嗣

平
本
　
信
夫

廣
野
　
虫貝
之

船
山
　
一暑
美
子

日生
　

幸

一

堀
田
　
康
雄

本
間
　
　
ツ離

前
田
　
光
弘

松
田
　
広
昭

松
原
　
　
愛
〓

三
浦
　
壮
相
子

三
栖

　

功

三
田
　
修

一

三
井
　
尚
美

宮
川
　
秀
史

宮
澤
　
篤
司
〓

宮
下
　
将
和

宮
森
　
信
之

村
上
　
正
秀

森
　
由
美
子

森
畑
　
ム訓
布
子

安
丼
　
　
正

安
丼
　
規
雄

柳
本
　
　
正

山
川
　
　
智

山
川
　
雅
仁

山
口
　
哲
男

山
崎
　
浩
之

山
崎
　
正
之

山
崎
　
摩
耶

山
下
　
由
佳

山
田
　
光
二

山
原
　
正
博

山
本
　
晃
史

湯
佐
　
凸］田治

横
田
　
　
茂

横
田
　
雅
史

米
陀
　
徳
光

渡
辺
　
切田
子

【ご
協
賛

・
ご
協
力
御
礼
】
（順
不
同
）

旭
川
市

旭
川
市
議
会

旭
川
商
工
会
議
所

一般
社
団
法
人
旭
川
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

旭
川
空
港
ビ
ル
閉

株
式
会
社
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
エ
ン
シ
ー
東
京

閉
旭
川
振
興
公
社

問
旭
川
物
産
協
会

あ
さ
ひ
か
わ
農
業
協
同
組
合

閉
サ
サ
キ
エ
芸

優
佳
良
織
工
芸
館

男
山
閉

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
閉

閉
明
治

閉

一
印
旭
川
魚
卸
売
市
場

今
野
醸
造
閉

閉
大
金

開
東
京
キ
ョ
ク
イ
チ

閉
福
居
製
餡
所

閉
藤
井

藤
原
製
麺
閉

閉
米
谷
産
業

閉
旭
川
食
品

同
エ
チ
ュ
ー
ド
洋
菓
子
店

閉
オ
ー
シ
ヤ
ン

三
葉
製
菓
閉

閉
ス
ノ
ー
ク
リ
ス
タ
ル
北
海
道

高
橋
製
菓
閉

閉
壺
屋
総
本
店

閉
ロ
バ
菓
子
司

・ｔ
壇
瑞
４
一峨
慟
鶴
一●
●
●
●

面諦
岬
●
露
事
●

一摯
一ξ
一一●
一・一一一一一一一黍
一麟
●

．一．．．．一
．

新
規
会
員
を
募
集
中
！

お
友
達
、
お
知
り
合
い
で

「東

京
旭
川
会
」
に
関
心
の
あ
る
方
が

い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
ら
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
報

「な
な
か
ま
ど
」
と
入
会
の
ご
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
。

（平
成
２７
年
１２
月
１
日
現
在
）

■
会
　
長
　
　
　
　
　
　
一局
橋
　
照
美

■
副
会
長
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
桂
子

横
田
　
　
茂

小
松
　
仁
志

荒
川

　

繁

■
副
会
長

・
事
務
局
長
　
西
谷
内
　
力
世

■
副
事
務
局
長
　
　
　
　
海
老
澤
　
美
智
子

並
河
　
典
子

三
井
　
尚
美

山
原
　
正
博

■
事
務
局
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
幸
博

杉
本
　
一
美

東
出
　
康
宏

山
川
　
　
智

■
会
　
計
　
　
　
　
　
　
野
作
　
雅
章

■
幹
　
事
　
　
　
　
　
　
伊
塚
　
　
清

大
場
　
孝
仁

奥
山
　
好
美

木
島
　
英
人

佐
藤
　
み
き

澤
田
　
研
二

高
木
　
宏
明

高
島

芳
美

宮
川
　
秀
史

山
口
　
哲
男

山
崎
　
正
之

■
監
　
事
　
　
　
　
　
　
米
陀
　
徳
光

安
丼
　
規
雄
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＊
【予
告
】
本
年
度
（平
成
２８
年
）
第
４０
回
の
総
会

・
懇
親
会
は
、

１０
月
２９
日
（土
）
午
後
５
時
か
ら
の
予
定
で
す
。

国
目
口
団

会
報

「な
な
か
ま
ど
」
は
会
の
メ
イ
ン
行
事
で
あ

る
総
会

・
懇
親
会

・
懇
談
会
の
模
様
な
ど
を
公
式
記

録
と
し
て
、
会
員
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
ご
報
告

す
る
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
旭
川
情
報
や
東
京
旭
川

会
の
活
動
模
様
な
ど
に
つ
い
て
も
お
伝
え
し
ま
す
。

今
年
は
広
報
部
会
長
と
し
て
会
報
作
成
に
関
わ
り

ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
朝
比
奈
相
談
役
を
中
心

に
チ
ー
ム
と
し
て
編
集
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

「な
な
か
ま
ど
」
が
会
員
の
皆
様
の
旭
川
へ
の
愛
着

を

一
層
深
め
る

一
助
に
な
れ
ば
幸
で
す
。
（小
松
）

＊

　

＊

　

＊

「書
の
甲
子
園
」
で
の
旭
川
西
高
の
全
国
優
勝
が
、

毎
日
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
で
大
き
く
紹
介
さ
れ
て
、
母
校

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
西
高
生
が
、
か
ら
だ
全
体
を

う
こ
か
し
て
書
い
て
い
る
姿
は
、
た
ゆ
ま
な
い
日
々

の
練
習
の
成
果
で
す
。
「な
な
か
ま
ど
」
の
若
者
活

躍
コ
ー
ナ
ー
で
扱
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
（並
河
）

＊

　

＊

　

＊

一
昨
年
の
総
会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
今
回

初
め
て

「な
な
か
ま
ど
」
の
編
集
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら

い
、
と
で
も
い
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
編
集
作
業
を

通
し
て
郷
土
へ
の
思
い
が

一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。
誌

面
か
ら
そ
の
思
い
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。
（高
島
）

＊

　

＊

　

＊

旭
川
出
身
の
多
く
の
若
者
が
ス
ポ
ー
ツ
界
や
文
化
、

芸
能
の
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
様
子
が
、
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
に
登
場
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
記
事
や
姿
を
見

る
た
び
に
力
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の

活
躍
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
応
援
し
た
い
で
す
ね
。（東
出
）

＊

　

＊

　

＊

私
は
総
会
時
の

「懇
談
会
」
の
請
演
会

・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

・
対
談
の
企
画
を
６
年
連
続
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
会
報
も
６
冊
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

以
前
か
ら
構
想
し
、
や
っ
と
実
現
し
た

「北
の
富

士
さ
ん
と
岩
田
公
雄
さ
ん
の
特
別
対
談
」
は
、
と
に
か

く
面
白
く
、
記
事
の
中
に
何
度
も

〈会
場
は
爆
笑
〉
と

入
れ
る
程
で
会
員
の
皆
様
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
お
二
人
の
対
談
は

「今
ま
で
の
懇
談
会
の
集
大
成
―
止
と
も
言
え
る
よ
う

な
内
容
で
し
た
。
私
に
と
っ
て
も
集
大
成
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（朝
比
奈
）
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